
※===================================================※ 

トラック１ 

※===================================================※ 

 

あら……？ 

その紋章……。 

 

ふふっ、こちらにいらっしゃい。 

お腹が空いているのでしょう？ 

 

……どうぞ、召し上がりなさい。 

ふふっ、あわてなくても、 

おかわりもありますからね。 

 

よほどお腹が空いていたのね、かわいそうに。 

 

あらあら……きちんとお礼が⾔えて偉いわ。 

 

私の名前は『ルシェリア』、 

この教会でシスターをしているの。 

 

あ、待って。 

 

……あなた、何かワケありなのでしょう？ 



 

ええ、あなたの服装や振る舞いを⾒れば、 

きちんと教育を受けた者であることは、 

疑いようがありません。 

 

そんな⼈がこんな⽥舎まで来る理由は、 

限られています。 

 

例えば、何か罪を犯して逃げている、とか？ 

 

ああ、そんなに怯えないでちょうだい。 

 

ごめんなさい、 

怖がらせるつもりはなかったのよ。 

 

さぁ、ここで⽴ち話もなんだし、 

教会の中にいらっしゃい。 

 

遠慮しなくていいのよ。 

 

⼤丈夫、私が守ってあげます。 

 

だから今夜は何もかも忘れて、 

ゆっくり体を休めてちょうだい。 



※===================================================※ 

トラック２ 

※===================================================※ 

 

ここが清めの間よ。 

本来聖職者しか⼊ることのできない特別な場所。 

 

ふふっ、その泉、暖かいでしょう？ 

温泉が湧いているのよ。 

 

私たち聖職者はここで⾝を清めているの。 

 

……さぁ、服を脱いでちょうだい。 

 

それとも、私が脱がせてあげようか？ 

 

あらあら、そんなに慌てちゃって。 

あなたほどの剣⼠でも慌てることはあるのね。 

 

ええ、さっきは⼈⽬があるから⾔わなかったけど、 

服についている勲章、英雄の証でしょ？ 

 

⼤丈夫よ、警戒しないで。 

 



あなたに何があったかはわからない。 

 

でも、そんなにボロボロになっているのだから、 

きっとつらいことがあったに違いないわ。 

 

ふふっ、でも、今はその話はやめましょう。 

 

今は体を休める時間だもの。 

私があなたのことを癒してあげるわ。 

 

⼤丈夫、私はあなたの味⽅よ。 

信じてちょうだい。 

 

ふふっ、私も⼀緒に⼊っちゃおうかしら。 

 

あらあら？ 

⽬を逸らしてしまうなんて、うぶなのね。 

 

ふふっ、そのままでいいわよ。 

体を洗ってあげる。 

 

疲れているんでしょう？ 

私に任せてちょうだい。 

 



ふふっ、それじゃあ、⽯鹸をつけていくわね。 

 

この⽯鹸はね、珍しいハーブを練り込んであるの。 

⾹りがよくて落ち着くわよ。 

 

……あら、たくましい体。 

男らしくて素敵よ。 

 

それに、こっちも、ふふっ、男らしいわ。 

⾒るからに硬そうで、⽴派よ。 

 

あらあら、わからないかしら？ 

 

あなたのお・ち・ん・ぽ♡ 

すぐさわったら出ちゃいそうなくらいビンビン。 

 

男らしくてかっこいい勃起おちんぽ♡ 

とっても素敵だわ。 

 

こんなに硬くしてしまうなんて、 

私の裸を⾒て興奮してしまったの？ 

 

可愛い。 

 



ずっとしていないんでしょう？ 

 

溜めっぱなしは体によくないわ。 

こっちもお⼿伝いさせてちょうだい。 

 

⼤丈夫、私に任せて。 

スッキリしたらきっと気分もよくなるわ。 

 

ふふっ、まずは優しく、⼿でさわってあげるわ。 

 

ああん、軽く握ってるだけなのに、 

⼿の中でビクビクしてる。 

 

遠慮しなくていいのよ、 

このままシコシコしてあげるわね。 

 

まずは優しく。 

 

シコシコ、シコシコ、 

シコシコ、シコシコ。 

 

どう？ 

ささやかれながら、 

シコシコって⾔われるの気持ちいいでしょう？ 



 

あらあら、こんなにビクビクしちゃって。 

これだと刺激が強いのかしら？ 

 

じゃあ、もう少しゆっくりしましょうか。 

 

シコシコ、シコシコ、シコシコ。 

シコシコ、シコシコ、シコシコ。 

 

いっぱいエッチな気持ちになっていいのよ。 

私の⼿、たっぷり楽しんでちょうだい♡ 

 

おっぱいもたっぷり押し付けてあげる。 

 

ほ〜ら♡ 

柔らかいのが当たってるのがわかるでしょ。 

 

さわってもいいのよ？ 

 

あらあら、さわらないのね。 

好きにしていいのに。 

 

かわいいわ。 

 



シコシコ、シコシコ、シコシコシコ♡ 

しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ〜〜♡ 

 

シコシコ、シコシコ、シコシコシコ♡ 

しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ〜〜♡ 

シコシコ、シコシコ、シコシコ、シコシコ♡ 

 

ふふっ、さきっぽからぬるぬるがあふれてきてる。 

これ、⽯鹸じゃないわよね？ 

 

くすくす、あなたも感じてきてるんでしょう？ 

 

いいのよ、素直になって。 

ここでは邪魔するものは誰もいないわ。 

あなたのありのままの姿を⾒せてちょうだい。 

 

シコシコ、シコシコ、シコシコシコ♡ 

しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ〜〜♡ 

 

もう、出そうなのかしら？ 

 

いいわ、出して。 

熱いの全部出してしまいましょう。 

 



シコシコ、シコシコ、シコシコシコ♡ 

しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ〜〜♡ 

 

いいのよ、これは祝福よ。 

今まで孤独に耐えてきたあなたに対する祝福。 

 

だから受け⼊れていいの。 

 

ほら、全部受け⼊れて、 

全部出してしまいなさい。 

 

あなたはとっても頑張っているんだもの。 

私があなたを許してあげるわ。 

 

ほら、おちんぽ、射精しちゃいましょう。 

 

シコシコ、シコシコ、シコシコ、シコシコ♡ 

 

ぴゅっ、ぴゅっ、ぴゅっ〜、 

ぴゅるぴゅるぴゅるぴゅる〜〜♡ 

 

ぴゅっ、ぴゅっ、ぴゅっ〜、 

ぴゅるぴゅるぴゅるぴゅる〜〜♡ 

 



どくどく、どっぴゅん♡ 

 

ふふっ、熱いの、いっぱい出てるわね。 

 

さすが英雄、射精の量もとっても多くて素敵よ。 

すごいわ、とってもかっこいい。 

 

匂いも濃くて、私も嬉しくなっちゃう♡ 

 

さぁ、ヌルヌルを流してあげる。 

じっとしていてちょうだいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※===================================================※ 

トラック３ 

※===================================================※ 

 

さぁ、ここが寝室よ。 

今夜はベッドでゆっくり休んでちょうだい。 

 

その様⼦だと、 

普段はまともな場所で寝ていないのでしょう？ 

 

ほら、おいで。添い寝をしてあげる。 

 

遠慮しないでちょうだい。 

これもあなたのために必要なことだから。 

 

傷ついた⼼を癒すには⼈肌が⼀番よ。 

 

よしよし、ゆっくり⽢えてちょうだい。 

たっぷりぎゅってしてあげるわね。 

 

あら？あらあら？ 

もしかしてまた勃起してしまったの？ 

 

いいのよ、若い男性はそれくらい性欲があるのが普通だわ。 



私の体、気になるのでしょう？ 

 

いいのよ。 

じゃあ、もっと気持ちいいことしましょうか。 

 

んっ、ちゅっ。 

 

はぁ、あらあら、 

ちょっとキスしただけなのに、 

ピクピクって動いてるわ。 

 

んっ、ちゅっはぁ、んっ、ちゅう。 

 

それじゃあ、セックス、しちゃう？ 

遠慮しなくていいのよ。 

やっぱり男の⼦はセックスしたいものね。 

 

ズボン、脱がせてあげるわね。 

 

ふふっ、もうこんなに⼤きくなってる。 

とっても素敵よ。 

 

さぁ、このまま⼊れてあげるわね。 

 



⼤丈夫よ。 

 

私のおまんこで、 

あなたのおちんぽを癒してあげる。 

 

んっ、あぁっ♡ 

 

思ったより太いぃ♡ 

 

ふふっ、⼊っちゃった♡ 

 

んっ、ちゅっ、はぁ。 

 

ふふっ、私のおまんこはどうかしら？ 

 

気持ちいい？ 

 

ふふっ、それはよかった。 

 

んっ、ちゅっ、はぁ、んっちゅうう♡ 

 

ふふっ、おまんこが、 

あなたのおちんぽを 

逃さないように包んでるわ。 



 

きゅっ、きゅっって、 

締め付けてるのがわかるでしょう？ 

 

今からこのおまんこで、 

あなたのおちんぽを絞ってあげるわね。 

 

私が動くわ。 

あなたは疲れているでしょう？ 

 

このまま動くから、 

あなたはじっとしていてちょうだい。 

 

あんっ、はぁ、んっ、はぁ、んぅん♡ 

 

さっき出したばかりなのに、すごく硬いわ。 

それに熱くて、んっ、お腹の中が溶けてしまいそう。 

 

あんっ、んっ、はぁ、んっ、あぁん♡ 

 

ほら、あなたもさわっていいのよ？ 

 

私のおっぱい、さわってみたいんでしょう？ 

さっきはさわれなかったもんね。 



 

いいのよ、男の⼦なんだもの。 

⼥の体に興味があるのは当たり前よ。 

 

⾃分の欲望を隠さないでちょうだい。 

少なくとも私の前ではね。 

 

んっ、んっ、はぁ♡ 

おっぱい、もまれちゃってるわ。 

どうかしら？ 

 

私のおっぱい、柔らかくて気持ちいいでしょう？ 

 

ふふっ、夢中でさわっちゃってかわいいわ。 

 

こんなに⼤きなおっぱい、 

初めてさわったんじゃない？ 

 

あぁっ、んっ、ふぅ、そうよ。 

たっぷりさわってちょうだい。 

 

はぁ、んっ、あんっ、はぁ、んぅん。 

 

調⼦、出てきたみたいね。 



 

今夜は私といっぱい楽しみましょう♡ 

あなたの欲求、私に教えて欲しいわ。 

 

んっ、ちゅっ、はぁ、んっ、ちゅっ♡ 

 

んっ、はぁ、んっ、あぁん♡ 

中で、んっ、また硬くなったわ。 

 

素敵よ♡ 

 

んっ、ちゅっ、れぇろ、んっ、ちゅっ、ちゅう♡ 

 

ふふっ、⽬を瞑って我慢して。 

かわいいわ。 

 

そんなに我慢しなくても、んっ、 

出したかったら、んっ、いつでも、 

はぁ、いくらでも出していいのよ。 

 

⼤丈夫、私はすべて受け⼊れてあげる。 

 

あなたの熱い精⼦、 

私の中で吐き出してちょうだい。 



 

あなたが満⾜できるまで、 

何回でも相⼿してあげる。 

 

んっ、はぁ、んっ、んっ、あぁんっ、んっ♡ 

 

あなたが出せるように、おもいっきり動かすわよ。 

 

あんっ、はぁ、んっ、んっ、あぁん！ 

んっ、あっ、あんっ、あぁん♡ 

 

はぁ、出して。 

おまんこに中出ししてぇ。 

 

あなたの濃厚精⼦、私の中にちょうだい。 

 

ほ〜ら、びゅっ、びゅっ、びゅぅ〜、 

びゅっ、びゅっ、びゅる、びゅる、 

びゅっ、びゅっ、びゅるるるるる♡ 

びゅるるるるる♡ 

 

あんっ、奥まで⼊ってきてるぅ♡ 

なんて元気な精⼦なの。 

 



とっても素敵よぉ♡ 

 

んっ、ちゅっ。 

 

ふふっ、どうしたの？ 

急に⽢えてきたりして。 

 

……そう、冤罪から逃げてきたの？ 

それであんなにボロボロだったのね。 

 

いいのよ、命を守るのは当然のことだわ。 

恥ずかしいことではないのよ。 

 

よしよし、今までつらかったでしょう？ 

 

その分、今夜はたっぷり⽢えてちょうだい。 

私はあなたの全てを受け⼊れてあげる。 

 

汚いところも、 

ダメなところもいっぱい⾒せてちょうだい。 

 

⼤丈夫、あなたは私の声に従っていればいいの。 

 

そうすれば、私がいつまでも可愛がってあげる。 



※===================================================※ 

トラック４ 

※===================================================※ 

 

おはよう。 

昨⽇はゆっくり眠れたようね。 

 

あら、ちゃんと⾝⽀度できてえらいわ。 

でも、特に⽤事はないでしょう？ 

 

さぁ、今、朝⾷の準備をするから席に……、 

 

戻る？ 

都のほうに？ 

 

待って、そんなことしたら、 

あなたは……処刑されてしまうのでしょう？ 

 

今更何をしたところで、 

あなたに下った判決は覆らないわ。 

 

冤罪だろうとなんだろうと、 

あなたは殺されてしまう。 

 



騎⼠の誇りだなんて……、 

そんなことより、 

今を⽣きることのほうが⼤切でしょう？ 

 

ダメ、⾏かせないわ。 

 

私、あなたを失いたくないの。 

 

どうしても⾏くというのなら、 

私を振り解いてみなさい。 

 

……どうしたの？ 

 

あなたほどの剣⼠なら、 

私を振り解くくらい簡単でしょう？ 

 

くすくす、もしかして、 

本当はあなたも⾏きたくないんじゃない？ 

 

当たり前よね。 

誰だって命は惜しいもの。 

 

ほらほら、早く振り解かないと、 

もっといじわるしちゃうわよ？ 



 

たっぷり体を押し付けて、 

あなたの誇りを忘れさせてあげるわ。 

 

ふふっ、そうだ。 

このままあなたの乳⾸、 

いじってあげようかしら？ 

 

ほ〜ら、くりくり、くりくり。 

くりくり、くりくり。 

 

どうしたのぉ？ 

 

⼥に乳⾸をいじられたくらいなら、 

簡単にふり解けるわよね？ 

 

くりくり、くりくり、くりくりくり♡ 

 

もしかして、気持ちよすぎて、 

振り解けないのかしらぁ？ 

 

くりくり、くりくり、くりくりくり♡ 

 

ほらぁ、どうしたのぉ？ 



 

⼝以外でも抵抗してみせなさぁい。 

 

そうじゃないと、もっと強く責めちゃうわよぉ？ 

私、どうしてもあなたを引き⽌めたいもの。 

 

んっ、ちゅっ、れろれろっ、 

んぅ、れぇろ、れぇろ、れぇろ♡ 

 

ほうら、乳⾸をいじりながら、 

お⽿を舐めてあげるわ。 

 

んっ、ちゅっ、れろれろっ、れろれろっ、 

くりくり、くりくり、くりくりくり〜♡ 

 

んぁ、れぇろ、れぇろ、んぁあ、 

れぇろ、んぅ、れぇろ、 

ちゅっ、んぅ、れぇろ、れろろろろ♡ 

ふぅ〜〜〜♡ 

 

あら、ズボンも膨らんでるわね。 

こっちはどんな具合なのかしら？ 

 

あらぁ、おちんぽ、びんびん〜♡ 



 

こんなになったらもう、 

シコシコしないと治らないわね。 

 

じっとしてなさい。 

たっぷりシコシコしてあげる。 

 

ふふっ、おちんぽ、取り出しちゃった。 

とっても熱い。 

男らしくて素敵よ♡ 

 

このまま⼿で可愛がってあげるわね。 

 

シコシコ、シコシコ、シコシコ、 

んっ、ちゅっ、れろれろっ、れろれろっ、 

んっ、ちゅっ、れぇろ、んっ、ちゅるるるる♡ 

 

ふふっ、今度はしっかり体を密着させて……、 

お⽿と乳⾸とおちんぽを⼀緒に責めてあげるわ。 

 

ほうら、乳⾸を指先でくりくりしながらぁ、 

お⽿はたっぷりれろれろしてぇ、 

おちんぽはたっぷりシコシコ♡ 

 



んっ、れぇろ、れぇろ、れぇろ♡ 

んぁ、クリクリ、クリクリ、クリクリ♡ 

 

んぁ、んっ、ちゅっ、れぇろ、れぇろ♡ 

シコシコ、シコシコ、シコシコ、シコシコ♡ 

 

んぅ、れぇろ、んぁ、 

ちゅっ、ちゅっ、ちゅるるるる♡ 

 

どう、敏感なところ、 

⼀気に責められてとろけちゃいそうでしょう？ 

 

とろけていいのよ？ 

私に夢中になって、 

私だけをみていればいいの♡ 

 

んっ、れぇろ、れぇろ、れぇろ、 

んぁ、ちゅるっ、はぁ、 

はぁ、はぁふぅ〜〜〜♡ 

 

んぁ、れぇろ、れぇろ、れぇろ、れろれろれろっ、 

乳⾸をくりくり、おちんぽはシコシコ♡ 

くりくり、シコシコ⽌まらない。 

 



んっ、ちゅっ、れろれろ、れろれろっ、 

んぁ、れぇろ、れぇろ、んっ、ちゅるるるる♡ 

 

くりくり、シコシコ♡ 

んっ、ちゅっ、れろっ、れろっ、 

んぅ、ちゅっ、ちゅるるる♡ 

 

ほぅら、おちんぽイクッ、おちんぽ、イクゥ♡ 

乳⾸くりくりで、おちんぽいっちゃうぅ♡ 

 

おちんぽから精⼦出ちゃうぅう♡ 

出せ♡出せ♡出せ♡出せ♡出ぁせ♡ 

 

びゅっ、びゅっ、びゅ〜〜♡ 

びゅっ、びゅっ、びゅ〜〜♡ 

 

びゅるびゅるびゅるびゅる〜♡ 

びゅるびゅるびゅるびゅる〜♡ 

 

どくどく、どくどく、どぷどぷ、どっぴゅん♡ 

 

あはっ、出たぁ♡ 

朝⼀番の濃ゆ〜い射精♡ 

 



あらあら、おちんぽだけじゃなくて、 

腰も抜けちゃったのね。 

 

⼤丈夫よ、私がお掃除してあげる。 

ほら、⾜を開いてごらんなさい。 

 

フェラしてあげるわ。 

 

あむっ、ちゅっ、れろれろっ、れろれろっ、 

んっ、ちゅる、ちゅっるるう♡ 

 

はぁ、また硬くなってきた。 

 

ダメよ、逃さないわ。 

あなたはこの村で私と暮らすの。 

 

んっ、れぇろ、れぇろ、れぇろ♡ 

 

んぁ、れぇろ、れぇろ、れぇろ♡ 

んぅ、れぇろ、れぇろ、れぇろ♡ 

 

ほうら、 

こうしておちんぽ舐められるの、 

たまらないでしょう？ 



 

あむっ、んっ、ちゅぱっ、 

ちゅぱっ、ちゅぱっ、 

んぅ、ちゅう、れろれろっ、 

んぁ、ちゅぱちゅぱっ♡ 

 

いいのよ、夢中になりなさい。 

 

おちんぽ、しゃぶられて、 

頭まっしろになればいいの。 

 

んっ、ちゅぱっ、ちゅぱっ、ちゅぱっ、 

んっ、ちゅるっるるう♡ 

 

はぁ、あなたのおちんぽ、ギンギンで美味しい。 

男臭くて最⾼よ。 

 

しゃぶるたびに、 

えっちなおしるがあふれてくるの。 

 

あむっ、じゅぽっ、じゅぽっ、じゅぽっ、 

んぅ、んっ、じゅぽっ、じゅぽっ、じゅぽっ、 

じゅるるる、んぁ、じゅぽっ、じゅぽっ、じゅぽっ♡ 

 



ふふっ、キンタマきゅんきゅんしてきたぁ♡ 

 

ほら、出してちょうだい。 

私がお⼝で受け⽌めて、あ・げ・る♡ 

 

んっ、ちゅっ、ちゅるっ、ちゅるるっる♡ 

 

あむっ、じゅぽっ、じゅぽっ、 

じゅぽっ、じゅるるるう♡ 

 

はぁ、じゅぽっ、じゅぽっ、じゅぽっ、 

んぅ、じゅるっ、じゅるるるう♡ 

 

ん〜〜〜♡♡♡ 

 

んっ♡んっ♡んぁあ♡ 

ごっくん♡ 

 

ふふっ、⼆発⽬なのになんて濃い精⼦なの。 

喉に絡みついて、 

ふふっ、私も興奮してしまうわ。 

 

あらあら、もう⽴ち上がれないって感じね。 

 



いいのよ、少し休憩しましょうか？ 

 

ふふっ、あなたはもう、 

私から逃げられないのよ。 

 

だって、あなたなんて私からしたら、 

⼦供も同然だもの。 

 

だから⼤⼈しく、 

私のいうことを聞いていなさい。 

わかった？ 

 

……さぁ、まずは朝⾷にしましょうか、 

話はそれからでも遅くないわ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※===================================================※ 

トラック５ 

※===================================================※ 

 

ふふっ、⾔ったでしょう？ 

⼆⼈で話がしたいって。 

 

あぁん♡押し倒しちゃったぁ♡ 

 

でも、あなただって、 

こういうのを望んでたんでしょう？ 

 

その証拠に、 

さっきからずいぶんおとなしいものね。 

 

⼤丈夫よ、私はわかってるわ。 

 

ほら、⼝を開けてちょうだい。 

 

んっ、ちゅっ、れぇろ、れぇろ。 

んぁあ……はい、そのまま飲み込んで。 

 

いい⼦ね、本当に素直でかわいいわ。 

 



これはね、即効性の媚薬よ。 

ほら、体がだんだん熱くなってきたでしょう？ 

 

はぁ、私もよ。 

すごく熱くてたまらないの。 

 

どうなっているかみてみたいでしょ？ 

 

⾒せてあげるわ。 

 

ふふっ、私のおまんこ、どうかしら？ 

あなたの童貞を奪ったおまんこよ。 

 

こうしてしっかり⾒るのは初めてかしら？ 

好きなだけ⾒ていいのよ。 

 

ふふっ、⾒られると私も濡れてきてしまうわ。 

 

ほら、舐めてごらんなさい。 

おまんこ、舐めてみたいんでしょう？ 

 

ふふっ、⼤丈夫よ。 

私が指⽰してあげるわ。 

 



まずは太ももの付け根あたりから舐めるのよ。 

 

んっ、ふっ、んぅん。 

 

ふふっ、そうよ、⾔うこと聞けて偉いわ。 

そうやって外側からだんだんと、 

内側の割れ⽬へと向かっていくのよ。 

 

んっ、はぁ、んっ、はぁあ♡ 

 

そうそう、その調⼦よ。 

 

さぁ、そろそろ、 

割れ⽬のところを舐めてごらんなさい。 

 

んっ、はぁ、んっ、あぁっ、そうよ。 

 

わかる？ 

だんだんと愛液があふれてきているでしょう？ 

あなたのクンニで感じているのよ。 

 

んっ、はぁ、んっ、あぁん、そうそう、 

そこのぷくっと膨らんでるところ。 

 



そこがクリトリスよ。 

んっ、敏感だから、優しく舐めてちょうだい。 

 

はぁ、んっ、あぁん、そうよ、上⼿。 

あなた、んぅん、舐める才能があるわ。 

 

たっぷり舐めて、私を感じさせてちょうだい。 

 

あんっ、はぁ、んっ、んっ、あぁん。 

 

はぁ、だめっ、いくっ、 

いくっ、あぁん、いくぅう♡ 

 

はぁはぁ、軽くイッちゃった。 

ふふっ、私のいうことを聞けてえらいわ。 

 

でも、まだ終わりでは無いわよ。 

ほら、次はおまんこにおちんぽを⼊れなさい。 

 

ふふっ、今⽇はあなたが上になってちょうだい。 

 

遠慮することはないわ。 

 

あなたももう、したくてたまらないのでしょう？ 



 

あっ、んっ、そうよ、 

思いっきり押し込んでちょうだい。 

 

あぁんっ、いいっ、硬いの、⼊ってくるぅ♡ 

 

はぁ、んっ、ちゅっ、れぇろれぇろ、 

んぅうう♡ 

 

はぁはぁ、ほら、動いてちょうだい。 

クンニのお礼よ、 

あなたの好きなように動いていいわ。 

 

ふふっ、それとも、 

あなたような受け⾝のボウヤには、 

腰振りセックスは難しいかしら？ 

 

あん！ 

そうよ、そうそう、あんっ、 

はぁ、んっ、あんっ、あぁん♡ 

 

さすが剣⼠、腰振りも上⼿じゃない。 

 

いいわよ、そのまま動いてみなさい。 



 

あっ、んっ、あぁんっはぁ、んっ、んっ、んぅん♡ 

 

ふふっ、ちゃんと動けているから、 

安⼼して腰を振っていいわ。 

 

あっ、はぁ、んっ、あんっ、あっ、あぁん、あぁん♡ 

 

あはっ、おちんぽ、中で膨らんでるわ。 

もう出そうなのかしら？ 

 

ふふっ、早いけど仕⽅ないわね。 

出していいわよ。 

 

ほら、おちんぽぴゅっぴゅっ、 

腰振りピストンでおちんぽ、 

ぴゅっぴゅっぴゅっ♡ 

 

ぴゅっ、ぴゅっ、ぴゅっ、ぴゅっ〜〜♡ 

とぷとぷとぷ〜、とっぷん♡ 

 

ふふっ、来た来た。 

中で出てるぅ♡ 

 



熱いのが当たってるのがわかるわ。 

 

ふふっ、まだ中で硬いままね。 

このまま抜かずにできちゃいそう♡ 

 

な〜んてね。 

 

あんっ、きゃっ、急にどうしたの？ 

 

あっ、んっ、はぁ、やだぁ、 

抜かずに動くなんてぇ♡ 

 

そんな体⼒あるの？ 

さすが剣⼠ね♡ 

 

あっ、はぁ、んっ、んっ、あぁん♡ 

 

ダメェ、さっきより激しい、 

こんなにされたら私も感じすぎちゃう♡ 

 

あんっ、あんっ、はぁ、 

んっ、あんっ、あぁん♡ 

 

もっと強く？ 



 

いいわよ。 

あなたがしたいように、 

私を求めてちょうだい。 

 

んっ！おっ！！ 

すっ、すごっ、おほっ、ほっ、 

おっ、おっおおっ！！ 

 

太いのがっ、奥にズンズン向かってくるぅ♡ 

おっ、おっ、おっ、おおっ！！ 

 

まだ、こんな⼒があったなんてぇ、すごいわ♡ 

 

おっ、ほっ、おっ、おぉん、おんっ、ほぉん♡ 

 

あなたのおちんぽすごいのぉ。 

 

私の感じるところっ、おっ、 

ゴリゴリ当たってぇ、 

おっ、おっほっ、おっほぉお♡ 

 

変な声、⽌まらなくなっちゃう♡ 

 



おっ、おっほぉん！ 

いいのぉ、種付けプレスいい♡ 

 

孕ませる気満々のぉ、 

んぅ、ほぅんほぉお、 

本気交尾たまらないのぉ♡ 

 

おっ、んっ、おっ、ほっ、ほぉん！ 

 

種付け欲求全開のあなたの顔ぉ、 

んぉ、男らしくてとっても素敵よぉ。 

 

んっ、ちゅっ、れぇろ、れぇろ、 

じゅるっ、じゅる、じゅるるるる♡ 

 

おちんぽっ、どちゅどちゅっておぉお♡ 

いっぱい打ち込んでぇ♡ 

 

おっ、ほっ、ほっ、おっ、 

ほっ、おっ、おぉう♡ 

 

おまんこ、おかしくなるぅ♡ 

んっおっぉおおんぉお♡ 

 



出して、出して、出して、出してぇ♡ 

全部受け⽌めるからぁ、んおぅ♡ 

あなたの孕ませ精液、私の中にちょうだい。 

 

おっ〜〜〜♡ 

ダメェ、私もいくっ、いくっ、いっちゃう♡ 

おまんこ、いくっいくっいくぅう♡ 

 

おほっほっ、ほっ、ほっ、おっ、おっ、おぉう♡ 

種付けプレスでイッグゥうううう♡ 

 

はぁーはぁー、すごい勢いの射精。 

 

ねっとりしたどろどろの精⼦が、 

中に⼊ってきてるぅ♡ 

 

あらあら、急に⽢えてきちゃって。 

本気セックスしたら疲れちゃったの？ 

 

さっきまであんなに男らしかったのに、可愛いんだから♡ 

よしよし。私の胸で眠りなさい。 

 

ふふっ、これでもう、あなたは私のトリコね。 

 



……あなたはもう、私から離れられない。 

 

あなたはこれから、 

私のものとして存在するのよ。 

 

元英雄が私たちの⼀員だと知ったら、 

世間はどんな反応をするでしょうね。 

 

くすくす、裏切り者だと罵るかしら？ 

それとも恐怖するのかしら。 

 

どちらでもいいわ。 

どちらにせよ、私たちの⼒を⽰すことに他ならないもの。 

 

⼤物を落とせば落とすほど、 

私たちへの注⽬度が上がるに違い無いもの。 

 

だって私たちは『堕淫教団』、 

快楽で堕とすことこそ我らの存在意義。 

 

……さぁて、次はどんな男が、 

私の『⼦』に堕ちるのかしら？ 

 

くすくす、楽しみだわ。 



 

もちろん、あなたも協⼒してくれるのよね？ 

裏切り者の元英雄さん♡ 


